
　

本
校
は
２
０
２
５
年
、
創
立
１
０

１
周
年
を
機
に
、
中
高
の
グ
ロ
ー
バ

ル
選
抜
探
究
コ
ー
ス
と
高
校
の
選
抜

コ
ー
ス
を
共
学
に
し
「
神
戸
山
手
グ

ロ
ー
バ
ル
中
学
校
高
等
学
校
」
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
新
た

な
１
０
０
年
に
向
け
た
改
革
を
推
進

し
、
世
界
基
準
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
英
語
教
育
の
基
本
は
「
英

語
『
を
』
学
ぶ
」
で
は
な
く
「
英
語

『
で
』
学
ぶ
」
で
す
。
英
語
を
日
常

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

位
置
付
け
、
情
報
・
数
学
・
理
科
な

ど
多
く
の
授
業
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員

に
よ
る
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
を
実
施
。

実
践
的
な
英
語
習
得
を
最
重
要
視
し

て
い
ま
す
。

　

異
な
る
ル
ー
ツ
や
文
化
を
持
つ
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
対
応
し
た
充
実
の

生
活
・
学
習
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

る
の
も
本
校
が
選
ば
れ
る
理
由
で
す
。

高
校
で
は
、
生
徒
の
約
38
％
が
世
界

か
ら
や
っ
て
き
た
外
国
籍
の
生
徒
で

す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
常
駐
し
、

管
理
栄
養
士
監
修
の
食
事
付
き
学
生

専
用
マ
ン
シ
ョ
ン
を
完
備
し
て
お
り
、

安
心
安
全
な
生
活
環
境
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
お
互
い
に
文
化
の
違
い
を

尊
重
し
合
い
、
友
情
を
育
み
、
国
際

人
と
し
て
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　　　　

教
員
た
ち
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
し
て
、
生
徒
た
ち
と
日
々
、
魂
を

込
め
て
真
剣
に
向
き
合
い
、
親
身
に

寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。
単
に
「
勉
強

し
な
さ
い
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、

生
徒
が
今
ど
ん
な
状
態
か
、
意
欲
は

あ
る
か
、
ど
う
し
た
ら
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
な
ど
を
見
極
め
、
時
に
褒

め
た
り
叱
っ
た
り
し
な
が
ら
、
自
己

調
整
力
、
学
習
習
慣
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
向
上
を
促
し
て
い
ま
す
。
生

徒
が
「
こ
れ
を
や
り
た
い
」
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
は
全
力
で
支
え
て
い

ま
す
。
時
間
は
か
か
っ
て
も
、
こ
う

し
た
教
員
と
生
徒
と
の
絆
を
よ
り
深

め
て
い
く
こ
と
が
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
学
校
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
道
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
学
校
の
中
に
小
さ
な
地
球
を

つ
く
り
た
い
。
一
言
で
い
え
ば
そ
れ

は
英
語
と
多
文
化
共
生
理
解
を
ベ
ー

ス
と
し
た
「
未
来
の
学
校
」
で
す
。

日
本
の
既
存
の
枠
組
み
に
囚
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
世
界
的
な
広
い
視
野
で

物
事
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
「
地
球

人
」
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
多
文
化
共
生
理
解
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神
戸
山
手
グ
ロ
ー
バ
ル
中
学
校
高
等
学
校

❶グローバル選抜コースは、ネイティブとの
担任二人制で、日常のコミュニケーションツ
ールは英語です❷今年度より通年で数学
理科の英語イマージョン授業を導入❸高
校2年生フィリピン・セブ語学研修❹学園
祭（文化祭・体育大会）は一番盛り上がる
イベントです❺文部科学省EDU-Port応
援プロジェクトに参画

SCHOOL DATA
神戸山手グローバル中学校高等学校　https://www.kobeyamate.ed.jp
〒650-0006　神戸市中央区諏訪山町6番1号　TEL.078-341-2133

世
界
と
つ
な
が
り
、未
来
を
切
り
拓
く

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

❶

❸❹❺

❷

“本物の先進教育”［関西実績校編］

学校HP

　教育DXを活用した学びの高度化
を中核的課題として位置づけ、文部
科学省の「高等学校DX加速化推
進事業（DXハイスクール）」を基盤
に据えた実践を展開しています。
「EDU-Portニッポン」や「高度外国
人材の教育環境整備に係る調査研
究事業」との接続も図りつつ、国内
外を視野に入れた教育モデルの構築
を進めています。さらに、これらの実
践を理論的に裏付けるため、科学研
究費助成事業を活用して高大連携の
枠組みのなかで同時通訳に関する研
究開発にも取り組んでいます。言語
運用能力の高度化とテクノロジーの融
合を図ることで、学習者の思考と言
語を媒介とした新たな学びの創出をめ
ざしています。これらの取り組みは、
個別最適な学びと協働的な学びを往
還させつつ、カリキュラム・マネジメン
トの高度化を通じて学校全体の教育
力を再構築する試みであり、教育DX
時代における持続可能な学校改革モ
デルの提示を意図するものです。なお、
2026年度は新たに「文部科学省令
和8年度国際交流・留学プログラム
構築推進事業」に採択されました。

平井 正朗
校長

PICK-UP

同時通訳の研究開発に
取り組み新たな学びを創出

「
学
校
の
中
に
小
さ
な

地
球
を
つ
く
る
」


